
変化や焼き上がりまでの色の変化など、
色 と々興味深い発見があります。約一月乾
燥させた後に、弥生時代の焼き方とされる
覆い焼きを行い、焼き色にムラができるなど
趣のある作品が完成しました。今回参加さ
れた陶芸家の方も新しい発見があったと喜
んでおられました。これからも多くの人たち
に遺跡の発掘調査で出土した実物の資料
を見て・触って、また実際の体験を通して歴
史や文化を学んでほしいと思います。

　また、遺跡間を結ぶ遊歩道では、技術セ
ンター職員の方々の協力によりキャンパスの
自然観察を楽しみました。東広島キャンパス
には多くの遺跡が存在し、様々なルートを設
定することができます。東広島植物園によっ
てキャンパス全体の里山整備が続けられて
おり、ががら山の遊歩道の整備など遺跡保
存区の活用に協力いただいています。埋蔵
文化財調査部門では、これからもキャンパス
の遺跡を守り地域の歴史文化の教材として
活用していきます。

埋蔵文化財学講座
～土器づくり・土器焼き～
　ワークショップは毎回人気のイベントで、今
年は土器づくりと土器焼きを実施しました。
参加者の皆さんは、古代人の土器づくりを
学びながら、熱心に思い思いの作品を作り
上げました。土器づくりは、やってみると結構
難しいこと、粘土が乾燥するまでの大きさの
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　私たち東広島市立福富中学校は、地域学習の一環として、福富町の宝である「水」
を未来へ残すために必要な里山について学習を進めてきました。その中で、里山について、
そして自然の大切さについて広島大学総合博物館に私たちの学びのヒントがあるとお聞き
し、今回社会見学として訪問させていただきました。
　博物館内では、恐竜の化石やカエルの立体オブジェなど、多くの資料に生徒共々圧
倒されました。里山について自分達が調べ
てきたことをさらに発展させていただくことが

でき、また、それらに関連した資料から、新しい学びの芽を生やすことができました。清水先
生の解説も、丁寧に大変分かりやすく、展示物とともに本物を体験できる貴重な時間となり
ました。その後、発見の小径も散策させていただきました。もともとあった自然を生かした展
示方法やビオトープ等を使った自然保護の方法の様子を知ることができました。
　これからも私たちは、生徒教員一丸となって福富町の自然について学習を進めていきます。
学びのきっかけをたくさん与えていただいた広島大学総合博物館をはじめ、多くの関係者様
にこの場を借りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

福富中学校 教諭　川地 真悟

博 水槽掃除編物 館 の お 仕 事
　広島大学総合博物館には２台の水槽があり、1台は広島県の河川にす
む淡水魚が、もう1台は主に瀬戸内海にすむ海水魚が飼育・展示されてい
ます。これらの水槽を維持管理するには餌やりや清掃といったメンテナンス
作業が欠かせませんが、水槽の掃除については博物館の学生スタッフが
行っています。現在は５人程度の学
生スタッフが交代で２週間に一度、
水槽の掃除を行っています。
　一口に掃除といっても水替えから
ポンプの分解洗浄、魚の健康状態
のチェックなど多くの作業が必要にな
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　埋蔵文化財調査部門が実施するイベン
トは、遺跡を巡りながら歴史を学ぶフィールド
ナビと、作ることや触ることなどの体験を通し
て暮らしの中の技術や文化を知るワーク
ショップが特徴です。2018年度も両イベント
を実施しました。

キャンパスの遺跡と自然探検隊
　フィールドナビでは、本学学生がナビゲー
ターとなってキャンパスの遺跡を巡り、遺跡
の説明や地域の歴史を紹介してくれました。
ナビゲーターを務めた学生たちは、人に説
明することの難しさや実際に遺跡に足を運
ぶことの大切さを実感できたようで、とても良
い経験になったのではないでしょうか。

り、始めたての頃は覚えるのが大変でした。また、掃除だけでなく、展示す
る魚を野外から採集してくることもあります。掃除の際には、魚が健康に
暮らせること、ご覧になる方が観察をしやすいことの2点に気を付けるよう
にしています。また、博物館の中に水槽があるため周辺の展示物に水が
かからないように気を使いながら作業する必要があり、水漏れのチェック
にも気を使います。
　このように苦労することも多いです
が、訪れた方が身近な魚が生きてい
る姿を実際に見て、自然環境への興
味を持つきっかけとなればいいなと
思っています。

（統合生命科学研究科 児玉 敦也）

工房跡の説明の様子

鏡西谷遺跡の説明の様子

土器づくり：参加者の作品

土器焼き：火入れ後の様子土器焼き：窯づくりの様子

　せんとく幼稚園では、子ども達の興味関心をもっていることを保育の中心にし
て活動を行っています。昨年度の年長組は、年中児の頃から生き物に興味が
ありました。その興味の持ち方も、「かわいい」といった好きではなく、動物図鑑
や、昆虫図鑑をじっくりと見て、新たな発見を楽しむなど、なかなか愉快な観点で
した。そんな様子をみていて、何か子ども達に新たな発見を楽しんでもらえる場
所はないだろうかと調べていた所、この広島大学総合博物館という場所がある
ことを知り、お伺いさせていただくことになりました。
　子ども達がどんな反応を示すのか、とても楽しみにしていたのですが、恐竜や
魚、象など、たくさんの化石や、アライグ

マ、蝶々やカブトムシの標本など普段見ることのできない物をたくさん見ることができ、子ども達は大喜
び。到着してから帰るまで大興奮で、博物館の方に「これは何ですか？」と質問の嵐でした。博物館の
方 も々、子ども達の質問に、一つ一つ丁寧に答えていただき、子ども達は「まだ帰りたくない!」と、帰る時
間ギリギリまで色々な物を見学している様子が見られました。
　博物館から帰った後も、興味関心は深まるばかりで、最終的には、幼稚園で博物館を作ることになりま
した。自分達が見て感動したことを、みんなに伝えてあげたいと思ったようです。博物館を作るにあたって、
設計図を描いたり、展示の仕方を考えたりと、子ども達は本当に真剣に取り組んでいました。その時の姿
から、子ども達が博物館で、いかに充実した時間を過ごさせていただいていたのか、改めて感じました。
　そして、卒園前に、みんなで作った「ふじ組博物館」の写真をもって、もう一度博物館へ伺いました。自
分達で色々な事を調べて、みんなで協力して博物館を作ったあとに見る展示は、また一段と違った発見
があったようで、子ども達は、本当に大喜びでした。

せんとく幼稚園 主任　府川 千紗




